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営業車両管理担当者様へ

直行直帰の管理には、通信ドライブレコーダーが最適！

MRの事故を削減する
「通信ドライブレコーダー運用ガイド」

手間なく、しっかり、改善・効率化を
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はじめに（本資料の目的）

危険運転による事故やトラブルなどが多い昨今。
特に製薬関連業界では新卒MR（医薬情報担当者）の事故が多く、問題になっています。

日本製薬工業協会の環境安全委員会の『環境報告書2018』によると、2016年度新卒MR
の赴任後1年間の有責事故率は69.7％と高い数値となっています。

また、直行直帰が多く行動管理ができなかったり、コミュニケーションが取りづらいなど、事故削減
や事故予防のための対策がしきれないという課題をお持ちの企業様も多いのではないでしょうか。

本資料は、製薬関連業界の営業車両を管理されるご担当者様向けに、
MRの自動車事故の防止・削減のための有効的な手段として
「通信ドライブレコーダーの活用法」をご紹介しています。

MRの自動車事故削減・防止の取り組みの施策のための参考資料として
ご活用いただければ幸いです。

パイオニア株式会社
カーソリューション部



3

■専門家が推奨する運用のポイント

■動画を活用し、ドライバーに『自分ごと化』を

■動画が確認しやすい運用環境を準備する

■環境を整え、継続しやすいルーティーンを回す

■日々の安全運転指導は”ドライブレコーダーに任せる”

■確認できなかった過去の動画も、一覧から簡単呼び出し

■月に一度、レポートで確認

■まとめ

目次

1章 MRの自動車事故防止・削減のために

■ドライブレコーダー設置したけど「事故が減らない・・・」その原因は?

■“事故があった時だけ”の運用をしていませんか?

■事故防止・削減のための運用を妨げる2つの原因

2章 安全運転指導と事故防止を実現できる「通信ドライブレコーダーの運用ガイド」

3章 MRの事故削減・防止を実現するパイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介
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MRの自動車事故防止・削減のために

1章
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その原因は、「ドライブレコーダーの活用方法」にあります。多くの企業は
「事故が起こった後の活用」にとどまっており、ドライブレコーダーの導入目的である「未然に防止する」
ための活用ができていないことにあります。

ドライブレコーダーを設置したけど「事故が減らない・・・」その原因は?

1章 MRの自動車事故防止・削減のために

「月刊総務オンライン」ドライブレコーダー導入の実態調査より

◆調査内容：ドライブレコーダーの導入状況、導入目的、運用上の課題、導入効果、ほか
◆調査期間：2018年4月25日～5月10日
◆調査対象：「月刊総務オンライン」会員を中心とする全国の総務担当者
◆有効回答数：274人

事故削減対策として、ドライブレコーダーを導入した企業様が非常に増えています。

一方で…
実際にドライブレコーダーを導入した企業は、一定の効果は認めているものの、
『思うように事故が減らない』と感じている企業様が多いようです。
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“事故があった時だけ”の運用をしていませんか?

一般的に、ドライブレコーダー設置による安全運転意識向上の効果が持続する期間は長くないと
言われています。だからこそ継続的に指導することが大事ですが、実際の運用は『事故があった時
だけ活用している』というのが実情です。

事故を削減するには、継続的な安全運転指導＝安全運転意識を持続させることが必要です。

1章 MRの自動車事故防止・削減のために

ドライブレコーダー運用の実態は？
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事故防止・削減のための運用を妨げる2つの原因

ただ、事故防止・削減のための運用においては、2つの大きな課題があります。

継続的な安全運転指導=安全運転意識の持続

「事故防止・削減」

課題
継続的な指導や管理は面
倒だし、時間も人手も不足
している・・・

ドライブレコーダーは、事故
や危険運転を記録するだけ
しかできない・・・

MRの自動車事故を防止・削減するためには、こうした運用上の課題を解決するための運用ノ
ウハウと具体的な取り組みが必要です。2章では、これら課題を解決するための取り組み施策
について具体的に解説します。

1章 MRの自動車事故防止・削減のために
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2章

安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する
「通信ドライブレコーダー運用ガイド」
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自分は事故を起こさないという思い込みを変えることは、
映像の力を借りれば本人の中から認識が変わっていく。

株式会社ディ・クリエイト代表取締役社長
一般社団法人日本事故防止推進機構（JAPPA）理事長

上西一美さん（うえにしかずみ）

タクシー会社の社長就任時代に事故削減率70％を実現。
動画の活用により事故を未然に防ぐことにつながった経験を活かし、

現在は交通安全コンサルタントとして企業向け研修やセミナー活動を行う。

Point3：『指導』よりも日頃のちょっとした『声がけ』を

Point1：映像で『事故の怖さ』を持たせる

Point2：管理者はまず映像を見る

Point4：声のかけ方には注意が必要

Point5：ドライブレコーダーの運用は、
継続できてこそ効果が

自分の身にも事故は起きうると理解するとドライバーの運転は変わる。

MRの癖や、日頃どんな道を走っているのかを知ることがポイント。

日頃のコミュニケーションの延長でも、安全運転意識は十分高まる。

管理者にとって使いやすいものを選ぶことをお勧めします。

＜専門家が推奨する運用のポイント＞

事故が起こる前から、日常的に
映像を活用した安全運転管理が効果的！！

専門家が推奨する運用のポイント

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」



10

動画を活用し、ドライバーに『自分ごと化』を

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」

新人ドライバーの場合は経験不足による判断ミスや操作ミスが事故原因の多くを占めます。
しかし、ベテランの場合はむしろ慣れや過信です。
ドライブレコーダーの動画を実際に見せることで、ヒヤリとする動画にドライバーは運転の怖さを知り、
自分の身にも起きうるという意識を持たせることができます。

どんな運転をしていたか
自覚を促す役目も

急ブレーキなどの危険運転をした時、
ドライバーは自分のミスを自覚できていない
ケースが多々あります。
例えば、ドライバーの認識は「急に脇の道から
車が飛び出してきた」 だったとしても、ドライブ
レコーダーの動画にはその車の姿がしばらく
映っていたり…。
改めて動画を見せて自覚させることにより、
本人も理解・納得します。

数字や言葉だけだったら？？？



11

動画が確認しやすい運用環境を準備する

ドライブレコーダーを導入しても、現実的に運用できる環境を準備しないことには、手間と人的工数
がかかり、継続して運用することが困難です。運用・管理業務を効率的に実用できるクラウド型環
境を整えることが重要です。

SDカードの回収や、動画・危険運転箇所の特定
等に、膨大な時間と手間がかかります。

危険運転や事故時に録画された動画は自動で
アップロードされると同時に、全てリアルタイムに
通知されるので、手間なく状態を確認でき、日頃の
運用が楽に行えます。

SDの管理に追われる 通信でクラウドへ保存

SDカード式ドライブレコーダー 通信型ドライブレコーダー

こんな大量の動画確認なんて

無理っ!!!

≫結果、つけただけで活用できない ≫すべて自動なので、活用しやすい

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」
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環境を整え、継続しやすいルーティーンを回す

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」

何もしなければドライバーはドライブレコーダーがついていることに慣れてしまい、3か月もすれば抑止効果が落
ちてしまいます。管理者は動画を定期的にチェックすることで、そのドライバーの癖や日頃どんな道を走っているの
かを把握でき、注意すべきポイントが見えてきます。危険だなと思う動画があった時にドライバーとコミュニケー
ションをとるようにすると、より安全運転意識を持続させることが出来ます。

定期的にチェックされていることをドライバーが
意識することで危険運転の抑止効果も継続！

ドライバー

管理者

管理者

管理者

リアルタイムに確認
できなくてもリストから
簡単に確認可能。

月に一度のレポートを
確認。

通知があったら動画を
確認。

警告が出ない運転を。
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日々の安全運転指導は”ドライブレコーダーに任せる”

直行直帰が多く、コミュニケーションが取りづらいなど「日頃の安全運転指導が行いにくい」と言
われていました。しかし、この課題は、警告機能を持つ通信ドライブレコーダーなら、安全運転指導
まで行えます。

危険運転をすると、音声と画面表示で
ドライバーにお知らせ

危険運転や事故等をリアルタイムに
管理者宛にメールで通知

ドライバーへの安全運転指導は
ドライブレコーダーに任せる

動画確認

地図確認

さらに、ヒヤリハット地点もお知らせし、
ドライバーへの注意喚起も行います！

手軽に動画で状況が確認出来、
危険だなと思った時は、ドライバーと

コミュニケーションをとるようにしましょう！

※動画は、お申込サービスにより取得条件が異なります。

管理者は動画確認を

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」
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過去の動画も、一覧から簡単呼び出し

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」

※危険運転時の動画は、お申込サービスにより取得条件が異なります。

見たい動画の再生やダウンロードも簡単

日時・内容・場所・動画を一覧表示

運用を妨げる課題の一つ、「動画の回収・確認・管理はとにかく手間がかかる」。
動画を自動でアップロードする通信ドライブレコーダーなら、その手間もありません。

パイオニアの通信ドライブレコーダーの『危険挙動リスト』画面

『一日の終わりにまとめて確認』といった運用も可能です。
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月に一度、レポートで確認

月に一度のレポートで、重点的に指導が必要な組織や個人を特定できます。
指導すべきポイントが表示されるので、危険運転の回数など具体的なデータも併せて示す事で
効果的な指導が行えます。

パイオニアの通信ドライブレコーダーの『安全運転管理アシスト』画面

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」

組織別評価

組織別危険挙動推移グラフ

元データ

全社総合評価

詳細ボタンを押すと、組織内のドライバー別評価も確認可能。個人対しても、同様の指導を行えます。

【運用例】

①社内ワースト3を確認

②ワースト3の動画を
危険挙動リストでチェック

③データ＋動画で指導

④毎月これを継続する
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まとめ

■日々の安全運転指導は”ドライブレコーダーに任せる”

警告機能を持つ通信ドライブレコーダーが安全運転指導

管理者はリアルタイムに状況を把握

■過去の動画も、一覧から簡単呼び出し

組織別・個人別に、いつ・どこで・どんな危険挙動をしたかだけでなく、動画も一覧で確認

■月に一度、レポートで確認

重点的に指導が必要な組織や個人を特定

一歩踏み込んだ指導も、データをもとに実施

2章 安全運転指導を手間なく、しっかり改善・効率化する「通信ドライブレコーダー運用ガイド」

■動画を活用し、ドライバーに『自分ごと化』を

自分の身にも起きうるという意識を持たせる
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3章

MRの事故削減・防止を実現する
パイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介

本資料にてご紹介させていただいた、
ドライブレコーダーを活用した事故削減・防止のための運用は

パイオニアの通信ドライブレコーダーが実現します。
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パイオニアの通信ドライブレコーダーの特徴

ドライブレコーダーを通信回線でサーバーと接続し、車両の動態管理や、危険運転の通知・分析など
高度な運行業務の管理・支援を行えます。

特別な開発やソフト購入は不要です。インターネットがつながるパソコンがあれば、すぐに導入可能です。

事故や危険運転の状況を、リアルタイムに動画で確認出来ます。

危険運転やヒヤリハット地点をドライバーに警告します。

シンプルな運用で、継続的に安全運転管理が行えます。

日報の自動作成や動態管理。

※1

※1：端末代/初期登録費/取付工賃などが別途必要になります。

3章 MRの事故削減・防止を実現するパイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介

≫クラウド型運管理サービス『ビークルアシスト』の様々な機能を活用出来ます。
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『事故防止・削減』だけでなく、同時に
『行動把握』や『手間の削減』『業務効率化』もサポート！

働き方改革も支援します！

ムダを洗い出す 業務が効率的になる 生産性が上がる

3章 MRの事故削減・防止を実現するパイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介

パイオニアの通信ドライブレコーダーなら・・・
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3章 MRの事故削減・防止を実現するパイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介

【動態管理】 リアルタイムに車両位置を把握

車載端末の高精度GPSを活用した車両の位置
把握が可能。停車中・走行中も一目でわかる
アイコンで表示。

▶位置情報は12秒ごとに更新▶

1号車

【日報】 自動日報で、作成の手間を削減

【日報に記載される情報例】
運行日、ドライバー名、車両名、出庫／帰庫時刻
駐車判定地点、発／着時刻、総稼働／走行時間
総走行距離、連続運転時間、一般道最高速度、
危険挙動種/回数等

▲訪問地への到着時刻・出発時刻を自動で記録▲

現在地確認の手間が省けます。
手書きの手間も削減され、未提出の

心配も無くなります。

※ビューのみ利用可能

その他サービス ～直行直帰で見えにくいMRの行動管理も楽々～
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3章 MRの事故削減・防止を実現するパイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介

【集計レポート】
ドライバー、車両、組織ごとのデータ集計の手間を削減

【集計レポート例】
○運転／車両状況レポート
・ドライバー別／対比運転状況
・車両別／車両対比利用状況

○運転評価レポート
・ドライバー別／対比運転評価
・組織別／対比運転評価

○一覧レポート
・ドライバー別訪問地点一覧
・安全・エコドライバー一覧など

▲ドライバー別運転状況▲

安全運転ランキングや、車両毎の
走行距離も一目で分かり、車両数の

見直しにも活用出来ます。

集計レポートの活用豆知識

大きい情報から小さい情報へとデータを掘り下げて課題をあぶり出し

①半期や年間などまとまった
情報の中から目立つポイントを
ピックアップ

②ピックアップした月から、
さらに掘り下げて日別概要を
チェック

③日別の訪問地や走行履歴から、
ムダ・ムラの洗い出しを行う

その他サービス ～集計レポートでムダ・ムラを洗い出し生産性を向上～
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3章 MRの事故削減・防止を実現するパイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介

安全運転指導の実施で、燃料コストも削減する事が出来ます。

■実燃費

2017年3月 2018年3月

14.0km／ℓ 15.3km／ℓ

■ガソリン代

2017年3月 2018年3月

合計給油量 10,418ℓ 9,612ℓ

給油量／台 115.8ℓ 106.8ℓ

B社様は約90台の営業車が稼働しているため、

年間で約150万円の燃料コスト削減に繋がりました。
※給油量の差9.0ℓをガソリン単価155.9円で計算 経済産業省 11/21時点 レギュラーガソリンの給油所小売価格調査

年間で1台当たり約16,800円の燃料コスト低減

※ガソリンカードでの給油量と、ビークルアシストで取得した走行距離により、燃費算出

安全運転指導
実施前

安全運転指導
実施後

2017年10月～12月 2018年4～6月

総危険挙動 平均 22.1 13.1

急加速 平均 9.5 2.9

急減速 平均 3.1 1.9

速度超過 平均 8.4 6.9

アイドリング 平均 1.1 1.3

■危険挙動推移

導入効果データ
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詳細資料・お問い合わせはお気軽にご連絡下さい。

無料デモも承っております。

製薬業界様向け特設Webサイト

https://pioneer-carsolution.jp/cloud/scene/mr/

業務用カーソリューションコンタクトセンター
お電話（平日:9:30～18:00）

0120-337-018

3章 MRの事故削減・防止を実現するパイオニアの通信ドライブレコーダーのご紹介

https://pioneer-carsolution.jp/cloud/scene/mr/

